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富
士
山
の
初
冠
雪
が
確
認
さ
れ
た
九
月
末
に
、
北
ア
ル
プ
ス

の
山
へ
足
を
運
ん
で
み
た
。
標
高
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
稜

線
で
は
例
年
九
月
下
旬
に
は
早
く
も
紅
葉
の
時
期
を
迎
え
る
が
、

本
年
も
ナ
ナ
カ
マ
ド
を
始
め
多
種
の
高
山
植
物
が
葉
を
赤
く
染

め
、
山
々
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。
関
東
近
辺
で
は
今
月
十

一
月
に
は
紅
葉
の
盛
り
を
迎
え
、
木
々
は
冬
の
到
来
の
前
に
鮮

や
か
な
風
景
を
提
供
し
て
く
れ
る
▼
葉
が
赤
く
色
づ
く
原
理
は
、

ま
ず
日
中
と
夜
の
寒
暖
の
差
が
大
き
く
な
る
と
ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル

と
い
う
物
質
が
分
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
葉
柄
の
付
け
根
に
離
層

と
い
う
特
殊
な
水
分
を
通
し
に
く
い
組
織
が
で
き
、
葉
で
作
ら

れ
た
水
溶
性
の
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
の
糖
類
や
ア
ミ
ノ
酸
類
が
葉
に

蓄
積
し
、
そ
の
糖
か
ら
光
合
成
を
利
用
し
て
新
た
な
色
素
が
作

ら
れ
る
。
そ
の
過
程
で
葉
の
色
が
赤
や
黄
色
に
変
化
し
、
紅
葉

が
起
こ
る
の
で
あ
る
▼
春
は
若
葉
、
夏
は
深
緑
、
秋
は
紅
葉
、

冬
は
雪
景
色
と
、
我
が
国
は
自
然
が
四
季
折
々
の
素
晴
ら
し
い

姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
自
然
を
五
感
で
感
じ
、
心
を
落
ち

着
け
る
こ
と
で
自
然
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頂
き
、
明
日
へ
の
活

力
が
湧
い
て
く
る
▼
今
日
、
国
内
が
未
曽
有
の
自
然
災
害
と
、

慢
性
的
な
経
済
の
停
滞
等
に
起
因
す
る
社
会
環
境
の
変
化
に
よ

り
、
日
本
人
は
一
人
一
人
心
の
余
裕
を
失
っ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
野
外
に
出
て
自
然
に
触
れ
、
心

を
落
ち
着
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

に
よ
っ
て
今
ま
で
と
は
違
っ
た
明
日
へ
の
一
歩
が
踏
み
出
せ
る

の
で
は
と
思
う
▼｢

鎮
守
の
森｣

と
あ
る
よ
う
に
神
社
に
は
森
が

あ
り
、
自
然
に
囲
ま
れ
た
中
で
参
拝
す
る
こ
と
で
心
を
落
ち
着

け
る
空
間
を
形
成
し
て
い
る
。
殊
に
当
神
社
で
は
平
成
二
十
一

年
に
神
嶽
山
神
苑
が
竣
工
し
て
三
回
目
の
紅
葉
の
時
期
を
迎
え

る
。
祈
祷
参
拝
を
さ
れ
ま
し
た
皆
様
方
に
は
是
非
と
も
お
立
寄

り
頂
き
、
し
ば
し
心
を
和
ま
せ
る
ひ
と
と
き
を
体
感
し
て
頂
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

(
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明
治
天
皇
の
お
誕
生
日
に
あ

た
る
こ
の
日
に
、
近
代
日
本
の

建
国
発
展
に
ご
尽
力
な
さ
れ
た

明
治
天
皇
の
聖
徳
大
業
を
仰
ぎ

皇
室
の
弥
栄
と
国
家
国
民
の
繁

栄
を
お
祈
り
し
ま
す
。
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� �
�

� 
�

�
�
�

	
�
�
�
�


�

新
穀
を
は
じ
め
、
今
年
収
穫

さ
れ
た
農
作
物
等
を
神
前
に
お

供
え
し
、
本
年
の
豊
穣
と
勤
労
の

感
謝
を
神
に
捧
げ
る
祭
典
で
す
。

�
�

�
�

�

新
嘗
祭
に
際
し
、
皆
様
方
の

報
恩
感
謝
の
真
心
を
、
御
神
前

に
お
取
次
ぎ
申
し
上
げ
ま
す
。

米
・
酒
・
野
菜
・
果
物
・
花
・

魚
・
菓
子
等
の
奉
納
を
承
り
、

お
名
前
を
記
名
し
御
神
前
に
お

供
え
い
た
し
ま
す
。

尚
、
お
酒
の
奉
納(

奉
献
酒)

は
、
一
升

二
千
円
よ
り
思
召

に
て
お
受
け
い
た
し
ま
す
。

��
��
��
��
��
��
��

神
宮
神
嘗
祭
当
日
の
十
月
十

七
日
午
前
十
一
時
、
当
神
社
で

は
神
嘗
奉
祝
祭
を
斎
行
致
し
ま

し
た
。

神
嘗
祭
と
は
神
宮
独
自
の
お

祭
り
で
、
本
年
収
穫
さ
れ
た
新

米
を
神
宮
の
神
々
に
捧
げ
、
一

年
間
の
御
守
護
に
感
謝
し
、
皇

室
の
弥
栄
・
五
穀
豊
穣
・
国
家

隆
昌
・
国
民
の
平
安
を
祈
念
致

す
重
要
な
祭
典
で
あ
り
、
全
国

の
神
社
に
お
い
て
奉
祝
祭
が
斎

行
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

宮
山
町
内
の
氏
神
と
し
て
町
内
の

方
々
に
篤
く
崇
敬
さ
れ
て
い
る
末
社

宮
山
神
社
の
例
祭
が
去
る
九
月
二
十

九
日
、
多
く
の
氏
子
崇
敬
者
参
列
の

も
と
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
日
に
は
神
幸
祭
が
行
わ
れ
、

威
勢
よ
く
担
が
れ
た
神
輿
が
町
内
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
又
、
豆
腐
の
早

喰
い
競
争
や
金
魚
す
く
い
な
ど
の
神

賑
行
事
は
大
盛
況
で
、
長
蛇
の
列
が

で
き
、
子
供
達
の
楽
し
そ
う
な
声
が

響
き
渡
る
等
、
大
賑
い
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

又
、
市
川
役
員
が
全
国
の
被

表
彰
者
の
代
表
と
し
て
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

神
社
へ
の
護
持
運
営
、
更
な

る
発
展
の
為
、
益
々
の
御
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▲受章された御三方

▲代表謝辞を述べる市川役員

去
る
十
月
五
日
、
神
奈
川
県

神
社
庁
に
て
例
祭
並
神
宮
大
麻

暦
頒
布
始
奉
告
祭
及
頒
布
始
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
際
、
頒
布
優
良
奉
仕
者

が
表
彰
さ
れ
、
利
根
宮
司
が
兼

務
宮
司
を
務
め
る
八
幡
大
神
総

代
の
渡
邉
眞
三
郎
氏
、
又
、
宮

司
代
務
者
を
務
め
る
日
々
神
社

総
代
の
大
貫
敬
美
氏
、
田
名
八

幡
宮
総
代
木
下
泰
三
氏
が
表
彰

の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

こ
の
度
、
寒
川
神
社
責
任
役

員
、
横
溝
�
義
氏
・
市
川
元
久

氏
の
両
氏
が
功
労
章
に
、
兼
務

社
菅
谷
神
社
責
任
役
員
、
三
堀

昇
氏
が
有
功
章
を
目
出
度
く
受

章
さ
れ
、
去
る
十
月
十
九
日
、

神
社
本
庁
に
お
い
て
授
与
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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去
る
十
月
二
十
日
、
職
員

に
よ
る
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
、
関
東
地

震
が
発
生
、
震
度
六
強
の
強

い
揺
れ
が
当
地
域
を
襲
い
、

建
物
も
一
部
倒
壊
、
境
内
二

ヶ
所
で
火
災
が
起
き
た
と
の

想
定
で
行
わ
れ
、
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
を
ふ
ま
え
、
よ

り
綿
密
に
計
画
さ
れ
、
出
来

る
だ
け
実
践
に
近
い
形
で
実

施
、
学
ぶ
事
の
多
い
訓

練
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
寒
川
神
社
で
は
、
伊
勢
の
神
宮
に
て
二
十

年
に
一
度
行
わ
れ
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
遷
宮
に
つ
い
て

出
来
る
だ
け
多
く
の
方
々
に
ご
理
解
頂
け
れ
ば
と
考
え

小
冊
子

｢

伊
勢
の
御
遷
宮｣

を
発
行
致
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
に
は
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
が

予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
冊
子
を
ご
希
望
の
方

は
ご
一
報
下
さ
い
ま
す
よ

う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

＜

お
問
い
合
せ＞

寒
川
神
社
教
学
部

�
〇
四
六
七－

七
五－

〇
〇
〇
四

��
�
�
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�
�
�
�
�
�
�

相
模
中
央
氏
子
総
代
会
が
、

昨
年
の
十
月
に
五
十
五
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
解
散
し
た

こ
と
に
伴
い
、
十
一
月
に
高

座
氏
子
総
代
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
十
月
六
日
、

初
め
て
の
高
座
氏
子

総
代
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
務

報
告
や
神
社
功
労
者

表
彰
等
が
行
わ
れ
、

総
会
後
は
、
國
學
院

大
學
教
授
の
中
西
正

幸
氏
を
お
招
き
し
、

｢

遷
宮
の
こ
こ
ろ｣
と

題
し
て
、
記
念
講
演

を
行
な
い
ま
し
た
。

��
�
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�
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伊
勢
の
神
宮
で
最

も
大
事
な
お
祭
り
の

一
つ
に
数
え
上
げ
ら

れ
る
神
嘗
祭
、
そ
れ

に
関
わ
る
行
事

｢

初

穂
曳｣

に
、
当
神
社

よ
り
宮
山
総
代
長
金

子
純
夫
氏
他
職
員
二

名
が
奉
仕
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
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平
成
二
十
四
年
壬
辰
年
の
正
月
に
神
門
を
飾
る

｢

迎

春
干
支
ね
ぶ
た｣

＜

題
名
＝
開
運

｢

五
行
の
龍｣＞

の

下
絵
が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

来
年
の
干
支
は
辰
、
十
二
支
の
中
で
は
唯
一
伝
説
上

の
生
き
物
で
あ
る

｢

龍｣

が
当
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
龍

は
神
秘
的
存
在
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
天
に
昇
る
イ
メ
ー

ジ
か
ら
発
展
の
象
徴
と
も
い
わ
れ
、
栄
光
の
証
で
も
あ

り
ま
す
。

十
二
回
目
を
迎
え
十
二
支

が
一
巡
り
す
る
今
回
は
神
門

の
左
右
の
柱
に
、
陰
陽
の
象

徴
と
し
て
地
か
ら
天
へ
と
昇

る
二
匹
の
昇
り
龍
を
配
し
、

神
門
上
に
は
三
匹
の
龍
を
描

き
、
こ
の
世
の
す
べ
て
を
掌
握

す
る
五
行
の
龍
を
表
し
ま
す
。

五
行
の
龍
の
力
に
よ
る
真

の
世
界
平
和
と
参
拝
の
皆
様

が
龍
の
ご
利
益
を
頂
く
事
に

よ
り
、
開
運
の
年
と
な
り
ま

す
よ
う
願
い
、
本
場
青
森
で

今
年
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
ね

ぶ
た
師
千
葉
作
龍
氏
に
よ
り

制
作
さ
れ
ま
す
。

ね
ぶ
た
は
十
二
月
二
十
日
、

神
門
に
掲
げ
ら
れ
、
新
年
元

旦
午
前
零
時
に
点
灯
、
二
月

三
日
迄
神
門
を
飾
り
ま
す
。
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上
合

小
島
達
人

殿
外
三
四

三
五
、〇
〇
〇
円

中
里(
上)

渡
部

孚

殿
外
三
八

九
一
、〇
〇
〇
円

中
里(

下)
青
木
澄
雄

殿
外
三
五

六
九
、〇
〇
〇
円

中
里(

河
原)

常
盤
利
貞

殿
外
二
七

三
五
、〇
〇
〇
円

中
里(

サ
ザ
ン)

藤
平
誠
二

殿
外

八

一
四
、〇
〇
〇
円

馬
場

菅
野
稔
実

殿
外
二
九

三
〇
、〇
〇
〇
円

雷

亀
山

博

殿
外
三
〇

三
二
、〇
〇
〇
円

下

小
菅
繁
男

殿
外
六
七

七
〇
、〇
〇
〇
円

根
岸(

上)

岡
田
賢
治

殿
外
五
一

五
六
、〇
〇
〇
円

根
岸(

中)

山
田

実

殿
外

四

八
、〇
〇
〇
円

根
岸(

下)

�
橋
三
男

殿
外
五
四

五
九
、〇
〇
〇
円

オ
リ
ー
ブ
の
丘

野
村
知
康

殿
外

三

一
六
、〇
〇
〇
円

旭(

東)

吉
田
忠
史

殿
外
四
六

五
一
、〇
〇
〇
円

旭(

西)

山
崎
宗
平

殿
外
一
一

一
二
、〇
〇
〇
円

宮
山
南

高
橋
政
雄

殿
外

九

二
二
、五
〇
〇
円

�
�
�
�
�

鳥
井
戸
２
森
口
恭
一

殿
外
一
〇

一
一
、〇
〇
〇
円

小
町
屋
１
〜
３

�
橋

博

殿
外
二
〇

二
一
、〇
〇
〇
円

北
台
畑

広
田
藤
子

殿
他

二

九
、〇
〇
〇
円

富
士
見
町
岩
澤

明

殿
一
、〇
〇
〇
円

仲
町
１

入
澤
由
光

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

西
１

鈴
木

博

殿
外
二
一

二
二
、〇
〇
〇
円

新
道

岡
本

明

殿
外
一
三

一
四
、〇
〇
〇
円

笠
谷

府
川
宗
吉

殿
五
、〇
〇
〇
円

宿
１

古
谷
光
男

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

宿
２

田
中
敏
行

殿
外

九

�
�
�
	
�

中
町
原

井
上

清

殿
三
、〇
〇
〇
円

根
下

橋
本
寿
之

殿
外

八

一
〇
、〇
〇
〇
円

�


�
	
�

仲
町

三
留

弘

殿
外
一
〇

二
三
、〇
〇
〇
円

上
町

林

正
隆

殿
外

三

八
、〇
〇
〇
円

仲
町
原

深
瀬

茂

殿
外

三

六
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

入
町

栗
田

馨

殿
外

六

一
〇
、〇
〇
〇
円

宿
３

人
見
勝
則

殿
五
、〇
〇
〇
円

東
１

入
澤
博
之

殿
外
一
一

一
二
、〇
〇
〇
円

東
２

�
橋

昇

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

東
３
・
５
Ｂ
佐
藤
藤
男

殿
外
一
五

一
六
、〇
〇
〇
円

東
４

三
井

直

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

東
６

内
田
助
基

殿
三
、〇
〇
〇
円

七
、〇
〇
〇
円

北
町

露
木

茂

殿
一
、〇
〇
〇
円

南

和
田
弘
務

殿
三
、〇
〇
〇
円

菅
谷
台

奥
津

肇

殿
外

九

一
二
、〇
〇
〇
円

�


�
�

西

柘
植

勝

殿
外

七

一
五
、〇
〇
〇
円

東
１

三
澤
敬
機

殿
外

七

八
、〇
〇
〇
円

原
１

藤
井
喜
代
治

殿
外

七

一
〇
、〇
〇
〇
円

�
�
	
�
�
�

南
駅
前
通
三
堀

昇

殿
外

一

五
、〇
〇
〇
円

南
１

�
橋

進

殿
二
、〇
〇
〇
円

南
２

金
沢
純
一

殿
外

二

八
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

大
村(

東)

小
島

貢

殿
外
一
二

一
三
、〇
〇
〇
円

大
村(

西)

笠
川
広
志

殿
外

八

一
八
、〇
〇
〇
円

大
村

杉
田

博

殿
外

九

一
九
、〇
〇
〇
円

才
戸(

東)

吉
岡

操

殿
外

六

一
一
、〇
〇
〇
円

才
戸(

西)

座
間
良
夫

殿
外

九

一
〇
、〇
〇
〇
円

才
戸(

南)

磯
川

登

殿
二
、〇
〇
〇
円

原(

南)

栗
田
常
男

殿
外
一
一

二
三
、〇
〇
〇
円

原(

北)

仲
谷
佳
由

殿
外
一
一

一
二
、〇
〇
〇
円

十
二
天(

第
二)

鈴
木
一
哉

殿
外

一

五
、〇
〇
〇
円

新
町
・
入
町
野
勢
栄
一

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

南
町

林

則
子

殿
外
一
四

一
五
、〇
〇
〇
円

西
町

森

敏
明

殿
外
二
〇

一
九
、五
〇
〇
円

川
端(

東)

唐
木
康
晴

殿
外

三

六
、〇
〇
〇
円

川
端(

西)

�
橋
正
明

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

桜
町(

上)

土
屋
貴
幸

殿
外

七

一
一
、五
〇
〇
円

桜
町(

中)

梶
音
光
徳

殿
外

八

九
、〇
〇
〇
円

桜
町(

下)

駒
木
知
仁

殿
外

三

四
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

大
曲

井
澤
勝
良

殿
外
四
二

四
三
、〇
〇
〇
円

�
	

�
�

南
町

松
本
富
雄

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

西
町

入
澤
英
文

殿
外
二
二

二
三
、〇
〇
〇
円

宿
町

石
黒
郁
夫

殿
外
二
六

二
七
、〇
〇
〇
円

東
町

木
内
正
夫

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

神
之
倉

石
黒
宏
平

殿
外
一
七

一
八
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

中
瀬
１

並
木
照
芳

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

�


�
�

小
動

市
川
幹
雄

殿
外
三
〇

三
一
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

墨
東
寒
川
講
伊
藤
國
雄

殿
外

五

三
〇
、〇
〇
〇
円

寒
川
神
社
易
友
会

澤
津
壽
道

殿

一
〇
、〇
〇
〇
円

八
王
子
奉
仕
講

�
治
英
而

殿
外
三
三

六
二
、〇
〇
〇
円

�
�

�
�

七
八
、〇
〇
〇
円

(

順
不
同
・
敬
称
略)
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◆挙式セミナー 11：00～
◆奉告の儀 (記念写真プレゼント) 11：20～
◆模擬挙式 12：00～
◆模擬披露宴 12：30～
参集殿オリジナル“鯛の押し寿司”無料試食

◆各種相談コーナー ◆人力車無料体験試乗

��� �!"

��������
12月開催 ※詳細は後日

��� �� �� ��	
�
���������	
��
１月中旬開催 ※詳細は後日

横
溝
�
義

市
川
元
久

大
川
静
男

関
根

晃

㈱
市
川

神
恵
苑

長
嶋
園

豊
月
堂

㈱
阿
部

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
�
田

生
長
園

㈲
松
乃
鮨

金
子

昭

寒
川
病
院

戸
塚
米
店

東
木
材
㈱

露
木
生
花

天
野
義
克

㈱
イ
ソ
ダ

㈱
梅
屋
幸

寿
重
機
㈱

㈱
プ
ロ
ム

酒
井
米
男

河
西
工
業
㈱

瀧
川
園
茶
舗

㈲
鈴
野
農
機

㈱
オ
ー
カ
ワ

大
村
紙
業
㈱

㈱
フ
ジ
サ
ワ

㈱
カ
ナ
リ
ヤ

㈲
丸
井
紙
店

㈲
マ
ル
シ
ゲ

㈲
青
木
商
事

青
山
大
寿
司

秋
山
商
事
㈱

㈱
北
岡
本
店

北
村
工
務
店

㈲
三
沢
米
店

山
一
工
業
㈱

相
模
興
業
㈱

㈲
寒
川
建
材

㈱
シ
ノ
ハ
ラ

㈱
ア
ー
ク
ル

川
本
工
業
㈱

�
橋
竹
材
店

㈱
コ
ー
メ
ー

百
崎
製
菓
㈱

㈲
田
中
写
真

中
沢
運
輸
㈱

㈱
サ
ン
ユ
ー

松
井
建
設
㈱

㈱
フ
ル
モ
ト

㈱
ヒ
ラ
ボ
ウ

熊
澤
酒
造
㈱

日
本
精
麦
㈱

丸
�
工
業
㈱

村
松
商
事
㈱

㈱
植
藤
造
園

㈲
山
�
商
店

㈱
張
替
工
業

大
黒
屋
製
菓

㈱
神
奈
川
中
宣

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
喜
久
屋
酒
店

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
臼
井
青
果
店

㈱
金
庫
屋
商
店

㈱
工
房
え
む
ま

寒
川
町
商
工
会

ほ
り
む
ら
薬
局

下
里
自
動
車
㈱

湘
南
信
用
金
庫

㈱
鈴
木
製
餡
所

㈱
中
島
鉄
工
所

㈱
山
上
工
務
店

㈱
ア
イ
ネ
ッ
ト

㈱
竹
中
工
務
店

㈱
落
雁
諸
江
屋

㈲
湘
南
ラ
イ
ン

㈲
松
い
ち
食
品

㈲
寒
川
製
材
所

㈱
シ
ー
ボ
ニ
ア

㈲
香
川
第
一
交
通

㈱
ウ
ス
イ
植
物
園

こ
み
ね
化
粧
品
店

㈲
さ
が
み
や
菓
舗

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

㈱
金
子
建
材
土
木

寒
川
町
観
光
協
会

㈲
古
山
看
板
塗
装

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

森
村
ケ
ミ
カ
ル
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈱
山
武
湘
南
工
場

㈲
湘
南
電
機
工
事

㈱
湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア

㈱
三
井
住
友
銀
行
藤
沢
法
人
営
業
部

旭
フ
ァ
イ
バ
ー
グ
ラ
ス
㈱
湘
南
工
場

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

日
本
造
園
設
計
㈱

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

綜
合
警
備
保
障
㈱

千
寿
会
き
く
の
郷

中
野
設
計
工
務
㈱

レ
ン
ト
ー
ル
麻
里
衣

㈱
大
島
寅
次
郎
商
店

㈲
寒
川
公
衆
衛
生
社

長
嶋
福
ダ
ル
マ
物
産

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

さ
が
み
農
業
協
同
組
合

レ
ン
ゴ
ー
㈱
湘
南
工
場

㈱
横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

㈱
ダ
イ
ワ
・
エ
ム
・
テ
ィ

㈲
ノ
ブ
・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
浜
名

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木

ス
リ
ー
エ
フ
寒
川
宮
山
店

㈱
ヒ
ダ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス

門
前
だ
ん
ご
茶
屋
九
五
郎
庵

㈱
レ
ス
ポ
ア
ー
ル

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ズ
横
浜
支
店

㈱
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
一
之
宮
薬
局

コ
カ
・
コ
ー
ラ
セ
ン
ト
ラ
ル
ジ
ャ
パ
ン
㈱

日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
厚
木
事
業
所

(

順
不
同
・
敬
称
略)

��������
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第２回目の行先は 『ハワイ』 フリータイム
最終日は謝恩ディナーパーティー

その��������
“１万円又は５千円券”を抽選でプレゼント！

その��������
宴席(食事)ご利用の方に限り部屋料を半額サー
ビスさせて頂きます

��������	
����
������

当選者 藤沢市在住 角田浩司・美智子様
�������������

����������������		
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

(完成予想図)

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

(

順
不
同
・
敬
称
略)

百
万
円

野
澤
市
兵
衛

茨
城
県
稲
敷
郡

五
十
万
円

上
原

郁
美

東
京
都
練
馬
区

十
万
円

杉
夲

静

千
葉
県
成
田
市

〃

㈱
落
雁
諸
江
屋

石
川
県
金
沢
市

〃

長

嶋

園

藤
沢
市
宮
原

八
万
円

二
瓶
惠
美
子

鎌
倉
市
西
御
門

五
万
円

今
井

章
博

千
葉
県
習
志
野
市

〃

興

全

寺

寒
川
町
宮
山

〃

下
里
自
動
車
㈱

寒
川
町
中
瀬

〃

㈲
田
中
写
真

寒
川
町
宮
山

三
万
円

尾
関

愼
吾

横
浜
市
鶴
見
区

〃

㈱
フ
ジ
サ
ワ

寒
川
町
倉
見

〃

屋
仲

秀
美

東
京
都
葛
飾
区

〃

大
場

善
延

三
浦
市
宮
川
町

二
万
円

佐
藤

孝
明

相
模
原
市
南
区

〃

三
堀

昇

寒
川
町
一
之
宮

〃

守
屋

登

東
京
都
町
田
市

〃

峯
村

孝
親

東
京
都
立
川
市

〃

石
井

高
明

寒
川
町
大
蔵

〃

加
藤

瑞
子

東
京
都
杉
並
区

一
万
円

�
山

英
一

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

〃

穐
元
千
恵
子

海
老
名
市
大
谷
南

〃

井
上

攻

横
浜
市
栄
区

〃

㈲
オ
ー
ル
青
果

大
和
市
上
草
柳

〃

中
川

麻
耶

茅
ヶ
崎
市
小
桜
町

〃

西
牟
田
正
直

藤
沢
市
大
庭

〃

木
下

晃
宏

寒
川
町
一
之
宮

〃

四
ツ
釜
善
規

埼
玉
県
久
喜
市

〃

沖
田

康
宏

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市

一
万
円

一
杉

好
一

海
老
名
市
門
沢
橋

〃

具

景
玉

埼
玉
県
川
口
市

〃

井
藤
美
惠
子

横
浜
市
旭
区

〃

櫻
岡

映
八

横
浜
市
旭
区

〃

加
山

賢

藤
沢
市
下
土
棚

〃

清
水

海
乃

茅
ヶ
崎
市
十
間
坂

〃

小
川
家
一
同

茅
ヶ
崎
市
柳
島

〃

古
清
水

勇

平
塚
市
見
附
町

〃

高
田

厚
司

横
浜
市
栄
区

〃

岩
見

�

横
浜
市
鶴
見
区

〃

内
田
精
之
助

千
葉
県
市
川
市

〃

関
口

忠
利

横
浜
市
港
北
区

〃

座
間

清
志

相
模
原
市
南
区

〃

�
原

清
作

横
浜
市
戸
塚
区

〃

大
西

篤

相
模
原
市
南
区

〃

外
山

強
子

横
浜
市
瀬
谷
区

〃

湯
澤
ヒ
ロ
子

藤
沢
市
下
土
棚

〃

大
場

澄
子

海
老
名
市
東
柏
ヶ
谷

〃

高
橋
不
二
子

東
京
都
狛
江
市

〃

増
渕

泰
樹

寒
川
町
岡
田

〃

屋
仲

範
子

東
京
都
葛
飾
区

〃

�
橋

恵
子

川
崎
市
中
原
区

〃

�
橋

三
郎

川
崎
市
中
原
区

〃

伊
藤

明
夫

東
京
都
八
王
子
市

〃

氏
原

雄
司

茨
城
県
つ
く
ば
み
ら
い
市

〃

�
田

宜
生

横
浜
市
栄
区

〃

上
田
密
記
子

東
京
都
港
区

〃

宮
後

勝
男

横
浜
市
港
南
区

〃

高
橋
吉
之
助

中
郡
大
磯
町

〃

高
橋

睦
子

中
郡
二
宮
町

一
万
円

鎌
戸

初
子

横
浜
市
中
区

〃

平
本

郁

寒
川
町
岡
田

〃

三
田
野
裕
幸

東
京
都
青
梅
市

〃

松
木

幸
江

千
葉
県
市
川
市

〃

杉
山

英
昭

寒
川
町
宮
山

〃

㈲
サ
ニ
ー
穣

東
京
都
豊
島
区

〃

小
榑

進

東
京
都
府
中
市

〃

㈲
ハ
ウ
ス
ナ
カ
ヤ
マ

東
京
都
豊
島
区

〃

矢
向

峻

横
浜
市
鶴
見
区

〃

出
栗

伸
幸

京
都
府
木
津
川
市

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

秋
の
ハ
イ
キ
ン
グ
実
施

�遊就館“零戦”前にて

十
月
十
六
日
、
秋
の
ハ

イ
キ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
護
国
の
英
霊

が
鎮
ま
る
�
國
神
社
を
正

式
参
拝
、
日
本
最
古
の
戦

争
博
物
館
で
戦
没
者
ゆ
か

り
の
品
々
を
陳
列
す
る
遊

就
館
を
見
学
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
天
皇
陛
下

の
お
住
い
で
あ
る
皇
居
を

班
別
に
一
周
、
最
初
は
前

の
班
に
追
い
つ
け
、
追
い

越
せ
と
は
り
き
っ
て
い
た

館
生
で
す
が
、
歩
け
ど
も

歩
け
ど
も
ゴ
ー
ル
は
遠
く
、

最
後
は
ヘ
ト
ヘ
ト
状
態
に
…
。

千
代
田
の
お
城
の
大
き

さ
を
実
感
致
し
ま
し
た
。�皇居“二重橋”
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准
看
護
師

竹
内
ま
さ
え

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日

��������	


 � 11月30日(水)
午後２時～３時


� 寒川神社 参集殿
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� � 医局長

木 勢 佳 史

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡
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方
徳
資
料
館
で
は
、
十
一
月
よ
り
新
た
に
江
戸
時
代
の
櫓
時

計
・
大
名
時
計
を
展
示
。
時
を
テ
ー
マ
に
。�

�
�
�
�
�
�

和
時
計
の
完
成
さ

れ
た
様
式
美
。
文
字

盤
に
は
十
干
十
二
支

が
使
わ
れ
、
刻
打
ち
、

目
覚
ま
し
付
き
。
昼

夜
・
季
節
に
よ
り
時

間
の
間
隔
が
異
な
る

不
定
時
法
に
対
応
。

が
思
う
は
ず
で
す
。
し
か
し
最

近
、
こ
の
理
想
指
数
を
疑
い
た

く
な
る
調
査
報
告
が
多
く
寄
せ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

米
国
全
国
健
康
栄
養
調
査
の

29
年
間
に
わ
た
る
調
査
で
は
、

指
数
が
25
〜
29
の
い
わ
ゆ
る

｢

太
り
気
味｣

の
人
が
一
番
死

亡
率
が
低
く
、
逆
に
も
っ
と
も

死
亡
率
が
高
か
っ
た
の
は
、
指

数
が
18
・
４
以
下
の｢

や
せ
型｣

の
人
で
し
た
。
日
本
の
厚
生
労

働
省
研
究
班
の
多
目
的
コ
ホ
ー

ト
研
究
で
も
同
様
に
少
し
太
り

気
味
の
人
の
方
が
死
亡
率
が
低

い
、
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
国
際
基
準

が
変
更
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
回
示
し

た
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
と
死
亡
率
の
関
係

に
つ
い
て
の
報
告
は
あ
く
ま
で

｢

死
亡
率｣
に
よ
る
評
価
で
す
。

肥
満
が
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
の
引

き
金
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。
よ
り
健
康
的
に
長

生
き
す
る
た
め
に
は
、
肥
満
は

避
け
る
べ
き
と
思
わ
れ
ま
す
。

肥
満
大
国
と
呼
ば
れ
る
米
国

を
は
じ
め
、
世
界
的
な
規
模
で
、

肥
満
は
大
き
な
健
康
問
題
を
引

き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
日
本
人

は
肥
満
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

糖
尿
病
な
ど
の
病
気
を
引
き
起

こ
す
率
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
い
っ
そ
う
厳
重
な
対

策
が
必
要
と
い
え
ま
す
。

｢

肥
満｣

と
は

｢

脂
肪
組
織

の
蓄
積
し
た
状
態｣

を
指
し
ま

す
。
体
で
使
わ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

量
よ
り
も
、
食
事
で
入
っ
て
く

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
が
多
い
と
き

に
、
余
っ
た
分
が
体
脂
肪
と
し

て
貯
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
食
べ
過
ぎ
か
運

動
不
足
か
、
そ
の
両
方
か
が
太

る
原
因
と
な
り
ま
す
。(

他
に

遺
伝
的
要
素
も
関
連
し
ま
す
。)

肥
満
の
な
か
で
も
疾
患
と
関

係
が
深
い
の
が
、
腹
膜
の
脂
肪

が
異
常
に
増
加
す
る

｢

内
臓
肥

満｣

で
す
。
内
臓
肥
満
は
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
脂
質
異
常
症
、

心
疾
患
障
害
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
疾

患
の
発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年

｢

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム｣

の
概
念
が
、
健
康
診
断
に

取
り
入
れ
ら
れ
た
の
も
、
内
臓

肥
満
の
早
期
発
見
・
治
療
が
重

要
と
考
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

す
。や

せ
て
い
る
か
太
っ
て
い
る

か
の
判
断
基
準
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ

(

ボ
デ
ィ
・
マ
ス
・
イ
ン
デ
ッ

ク
ス)

が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ

ま
す
。
Ｂ
Ｍ
Ｉ
と
は

｢

体
格
指

数｣

の
こ
と
で

[

体
重

(

�)]

÷

[

身
長

(

�)

の
２
乗]

と

い
う
数
式
か
ら
算
出
さ
れ
ま
す
。

理
想
指
数
は
22
。
25
を
超
え
る

と
過
体
重

(

太
り
気
味)

、
30

を
超
え
る
と
肥
満
で
す
。
22
と

い
う
値
が
国
際
基
準
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
的
に
過

ご
す
に
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
値
を
22
に
キ
ー

プ
し
た
ほ
う
が
い
い
、
と
誰
も
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昨
年
実
施
の
苑
遊
会
。
石
舞
台

に
て
神
楽
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

マ
ダ
イ
の
胸
び
れ
の
つ
け
根

に
あ
る
骨
は

｢

鯛
中
鯛

た
い
ち
ゅ
う
の
た
い｣

と
い

わ
れ
、
財
布
に
入
れ
て
お
く
と

お
金
が
貯
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。

実
際
に
行
っ
た
処
、
大
金
は

現
れ
ず
、
小
銭
が
貯
ま
っ
た
。

(

尚)

｢

ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ｣

た
っ
た
一
言
い
え
ぬ
ま
ま
疎
ま
し
思
い
に
幾
日
か
過
ご
せ
り

山
根
喜
美
代

暑
き
日
に
大
活
躍
の
団
扇
な
り
冷
房
控
え
目
節
電
の
夏

安
藤

慧

暑
く
て
も
初
秋
の
風
に
し
な
や
か
に
揺
る
る
尾
花
の
十
五
夜
を
待
つ

川
島
惠
美
子

夕
焼
け
の
広
場
に
下
駄
を
蹴
り
と
ば
し

｢

あ
し
た
天
気
に
な
あ
れ｣

�
田
マ
ツ
子

来
年
も
来
て
下
さ
い
と
送
り
火
の
煙
に
む
せ
た
か
涙
の
に
じ
む

天
利

春
枝

盆
座
敷
う
か
ら
揃
い
て
思
い
出
に
生
活
た
つ
き

の
話
賑
わ
う
夜
更
け

岡
元

芳
子

補
聴
器
に
細
き
虫
の
音
き
こ
え
来
て
一
人
の
ひ
と
の
小
康
お
も
ふ

堀
江

照
子

俯
き
て
咲
く
万
両
の
地
に
落
ち
て
白
き
花
が
ら
天
に
向
き
い
る

宇
田
川
時
子

熱
帯
夜
テ
レ
ビ
見
な
が
ら
カ
キ
氷
な
ん
と
幸
せ
子
供
に
か
え
る

土
屋
ト
ミ
子

木
陰
よ
り
見
上
げ
る
青
柿
日
毎
育
つ
秋
の
実
り
を
楽
し
み
て
待
つ

三
留
と
く
子

家
を
人
を
土
砂
が
襲
い
て
呑
み
込
む
に
成
す
す
べ
も
な
く
言
葉
を
失
う

浜
田

寿
子

出
産
の
嫁
に
立
ち
会
い
手
を
握
る
吾
の
手
に
重
な
る
亡
き
母
の
手
も

山
口

幸
子

空
色
が
つ
ぎ
つ
ぎ
咲
い
て
隣
家
の
朝
顔
な
つ
か
し
ふ
る
里
の
庭

亀
山

文
子

き
き
や
う
咲
き
な
で
し
こ
の
咲
く
わ
が
庭
に
ひ
そ
か
な
足
音
あ
の
と

秋
は
立
つ
ら
し

杉
本

照
世

号
令
の
声
ま
っ
す
ぐ
に
天
高
し

菅
沼

保
幸

新
米
や

｢
い
た
だ
き
ま
す｣

と
何
遍
も

飛
石

槿
花

へ
へ
の
の
も
へ
じ
わ
れ
関
せ
ず
の
稲
雀

四
ッ
車
梢
月

芋
の
露
こ
ぼ
れ
そ
こ
だ
け
揺
れ
て
を
り

芹
沢

徳
光

イ
ケ
メ
ン
の
案
山
子
も
積
ん
で
猫
車

松
本
美
智
子

群
れ
な
し
て
吾
が
田
に
沈
む
稲
雀

岡
田
風
呂
釜

空
高
し
す
る
す
る
登
る
電
工
夫

金
子

つ
ぢ

秋
深
む
拝
殿
ま
で
の
石
畳

根
岸

君
子

窓
明
り
雲
行
き
怪
し
十
三
夜

原
野

楽
天

十
月
の
風
に
尾
花
の
素
直
な
り

皆
川
志
ん
ご

出
来
秋
や
子
の
脚
見
ゆ
る
か
く
れ
ん
ぼ

相
原

白
蕗

ち
ち
ろ
鳴
く
空
き
地
の
闇
を
拡
げ
た
り

宮
入

つ
る

ト
ロ
ッ
コ
の
固
き
座
席
や
渓
紅
葉

金
指

月
光

障
子
洗
ふ
立
て
た
り
寝
せ
た
り
凭も
た

れ
た
り

千
葉

静
香

稲
雀
隣
の
田
よ
り
追
わ
れ
け
り

菅
沼
う
め
の

帯
解
い
て
宴
の
後
の
秋
思
か
な

竹
村
真
砂
美

今
日
こ
そ
は
蓮
の
実
飛
び
そ
な
日
和
か
な

露
木
て
る
子

太
陽
を
水
底
に
し
て
秋
の
川

瀧
井
ど
ん
舟

島
の
灯
の
近
く
に
見
え
て
星
月
夜

松
本
美
智
子

天
高
し
出
か
け
た
く
な
り
身
繕
う

三
輪

恭
子

風
吹
け
ば
陽
ざ
し
を
こ
ぼ
す
秋
桜

伊
藤

公
一

腰
掛
け
る
だ
け
の
ブ
ラ
ン
コ
天
高
し

倉
谷

節
子

出
来
秋
や
風
評
被
害
身
に
染
み
て

岩
田
美
代
子


